











































の序論（Introduction a｀ l’Anthropologie de Kant）」（以下、序論）を検討
する。この序論はフーコーがカントの『実用的見地における人間学



















































































































































（Foucault, 1966, p.330＝1974, p.338）。そこでは「人間」＝「経験的－超
越論的二重体」（doublet empirico- transcendantal）の歴史的構成の吟味、
つまり、この「人間」が「エピステーメ（e´piste´me｀）」＝「歴史的ア・プリ

























































































































































































































































































（Foucault, 1994b, pp.632-633＝2002b, pp.103-104）、後期研究「生の技法」








（Foucault, 1984, pp.12-13＝1986, pp.13-14）。つまり、外的に転換と思え
るものも、真理のゲームとして連続性があると述べているのである。
　フーコーはこの真理のゲームを「真理の生産の諸規則の総体（ensemble 
de re｀gle de production de la ve´rite´）」と定義した（Foucault, 1994c, p.725
＝2002c, p.239）。同時期のインタビューで自分は「相異なるいくつもの真
理（diffe´rentes ve´rite´）」や「真理を語るいくつもの仕方」が存在すると考
















限られたものになったりする（Foucault, 1994c, pp.710-711＝2002c, p.231）。
権力関係を変化させるものが自由の実践なのである。フーコーはこのような
権力関係を「不平等で流動的な関係性のゲーム（jeu）」と呼び、このゲーム
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